
松
本
藩
主
水
野
家
の
浄
土
宗
信
仰
に
つ
い
て

　
徳
川
家
康
が
天
下
を
統
一
し
、
増
上
寺
を
菩
提
所
と
定
め
浄
土
宗
を
代
々
の
宗
門
と
し
て
保
護
す
る
政
策
は
、
そ
の
後
の
浄
土
宗
の

発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
こ
と
が
家
康
の
生
母
・
於
大
の
方
（
後
の
伝
通
院
殿
）
の
出
自
で
あ
る
水
野
家
の
信
仰
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
論
は
特
に
松
本
藩
主
水
野
家
が
浄
土
宗
に
改
宗
し
た
経
緯
を
中
心
に
そ
の
菩
提
所
の
変
遷
に
つ
い
て
整
理
を
試
み
る
も
の
で
あ
る

　
扱
う
時
代
は
、
松
本
藩
祖
水
野
忠
清
か
ら
改
易
と
な
っ
た
六
代
忠
恒
ま
で
で
あ
り
、
お
よ
そ
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
）
か
ら
享
保
年

間
（
一
七
三
五
）
に
あ
た
る
。

巖
　
谷
　
勝
　
正

一
、
は
じ
め
に

　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
「
水
野
家
記
録
」
の
内
、
『
諸
寺
院
之
覚
』
に
よ
れ
ば
、
於
大
の
方
の
父
忠
政
か
ら
遡
っ
て
三
代
前
の
尾

州
緒
川
三
代
の
初
代
乾
坤
院
開
基
水
野
貞
守
か
ら
代
々
の
法
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
乾
坤
院
は
「
曹
洞
宗
輪
番
持
」
と
の
記
載
が

あ
り
、
忠
政
ま
で
四
代
に
亘
っ
て
こ
の
曹
洞
宗
の
寺
院
を
菩
提
所
と
し
た
。

　

二
、
松
本
藩
祖
忠
清
以
前
の
水
野
家
の
菩
提
所
に
つ
い
て

松本藩水野家略系譜
『寛政重修諸家譜』より
関係者のみを記す

賢
正

忠
守

中
興
三
代

清
忠

貞
守

尾
州
緒
川
三
代

忠
政

忠
春

伝
通
院
殿

忠
重

信
元

元
陳

忠
恒

忠
幹

忠
清

松
本
藩
主

忠
職

忠
直

勝
成

刈
屋
城
主

乾
坤
院
開
墓

忠
周

３

初
代

二
代

三
代

忠
穀

七
代

四
代

六
代

五
代

１

２

３

１

２

。
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そ
の
後
、
於
大
の
方
の
兄
に
あ
た
る
信
元
の
遺
領
を
継
い
だ
弟
の
忠
重
が
三
州
刈
屋
城
主
と
成
っ
た
と
き
、
信
元
の
葬
ら
れ
た
当
地

の
曹
洞
宗
楞
巖
寺
を
牌
所
と
定
め
、
自
ら
も
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
。

　
忠
重
の
子
勝
成
は
元
和
元
年
和
州
郡
山
に
移
封
し
た
と
き
、
忠
重
の
院
号
を
と
っ
た
瑞
源
院
と
い
う
寺
を
建
て
、
ま
た
転
封
し
て
備

後
福
山
に
城
郭
を
築
い
た
と
き
、
忠
重
の
戒
名
を
と
り
賢
忠
寺
と
い
う
寺
を
草
創
し
た
。
こ
の
寺
に
楞
巖
寺
第
十
一
世
能
山
祖
藝
和
尚

を
招
じ
開
山
と
し
て
い
る
。

　
勝
成
の
弟
に
あ
た
る
松
本
藩
初
代
忠
清
も
当
初
は
刈
屋
城
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
三
州
吉
田
に
転
封
し
た
時
、
こ
の
楞
巖
寺
を
引
き

移
そ
う
と
し
た
が
由
緒
あ
る
禅
寺
あ
っ
た
の
で
叶
わ
ず
、
そ
の
塔
頭
で
あ
っ
た
長
源
庵
を
移
し
侍
屋
敷
を
修
繕
し
て
長
源
寺
と
名
付
け

牌
所
と
し
た
。
そ
し
て
松
本
転
封
の
と
き
、
当
時
の
長
源
寺
住
持
密
岩
察
公
首
座
を
伴
い
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
松
本
澤
村
に
備
後

福
山
賢
忠
寺
末
と
し
て
一
寺
を
建
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
の
戦
乱
の
世
を
生
き
抜
い
て
い
っ
た
松
本
以
前
の
水
野
家
の
菩
提
所
は
、
刈
屋
を
中
心
に
子
孫
に
受
け
継

が
れ
、
そ
の
宗
派
は
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
松
本
藩
主
と
な
っ
た
水
野
家
に
も
あ
る
一
面
で
継
承
さ
れ
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
康
の
信
仰
の
影
響
を
受
け
水
野
家
は
そ
の
後
浄
土
宗
へ
改
宗
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
三
、
伝
通
院
殿
を
め
ぐ
る
浄
土
宗
信
仰
に
つ
い
て

　
　
　
（
一
）
家
康
の
浄
土
宗
信
仰
と
伝
通
院
殿

　
『
縁
山
志
』
に
よ
れ
ば
、
家
康
は
浄
土
宗
を
代
々
の
宗
門
と
定
め
、
三
河
で
は
大
樹
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
。
ま
た
家
康
は
江
戸
の
菩

提
所
を
増
上
寺
と
定
め
た
。

　
そ
の
こ
と
は
家
康
自
身
の
直
系
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
秀
康
（
慶
長
十
二
年
死
去
）
が
曹
洞
宗
の
寺
に
葬
送
さ
れ
た
時
も
、
台
命
を

以
っ
て
浄
土
宗
の
寺
を
建
立
し
改
葬
し
た
（
『
大
業
廣
記
』
）
と
の
記
述
も
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
家
康
は
自
ら
の
菩
提
所
を
定
め
る
だ
け
で
な
く
、
分
流
し
た
松
平
氏
す
べ
て
の
菩
提
所
に
関
し
て
命
を
下
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
家
康
生
母
の
水
野
家
の
家
系
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
家
康
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
す
で
に
存
応
と
師
檀
関
係
を
結
び
増
上
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
時
は
ま
だ
現
在

の
場
所
で
は
な
く
芝
浦
に
移
る
の
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
着
々
と
増
上
寺
の
整
備
が
な
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
が
、
伝
通
院
の
整
備
が
な
さ
れ
る
の
は
、
伝
通
院
殿
の
七
回
忌
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
家
康
の
生
母
於
大
の
方
、
す
な
わ
ち
伝
通
院
殿
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
種
々
資
料
に
出
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
伝
通
院
殿

が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
小
石
川
伝
通
院
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
意
外
に

少
な
く
、
真
実
を
伝
え
て
い
る
か
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
『
檀
林
小
石
川
伝
通
院
志
』
に
収
載
の
「
三
河
国
宝
飯
郡
清
田
村
楠
林
山
安

楽
寺
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
於
大
の
方
は
、
久
松
俊
勝
に
再
稼
し
た
が
、
そ
の
俊
勝
が
蒲
形
の
城
主
と
な
っ
た
と
き
、
安
楽
寺
を
伝
通
院
殿
の
菩
提
所
に
し
た
と

し
、
俊
勝
が
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
三
月
十
三
日
に
没
し
洞
雲
院
に
葬
ら
れ
た
翌
十
六
年
、
安
楽
寺
九
世
壽
慶
か
ら
授
戒
し
た
。

　
こ
れ
は
お
そ
ら
く
夫
を
亡
く
し
た
妻
の
落
飾
の
儀
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
宗
派
は
浄
土
宗
で
な
い
可
能
性
が
強
い
。

　
そ
の
後
、
於
大
の
方
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
八
月
二
十
九
日
、
八
十
五
歳
で
江
戸
幕
府
成
立
の
前
年
伏
見
城
に
お
い
て
没
し
た

こ
の
伝
通
院
殿
の
葬
送
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
が
家
康
の
征
夷
大
将
軍
宣
下
を
受
け
る
前
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
徳
川
家
側
の
資
料

も
乏
し
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
康
の
大
き
な
意
志
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
事
実
が
あ
る
。 。
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ま
ず
葬
儀
が
知
恩
院
で
執
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
時
家
康
は
浄
土
宗
を
代
々
の
宗
門
と
し
て
取
り
立
て
知
恩

院
お
よ
び
増
上
寺
の
整
備
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
生
母
の
死
去
に
遭
い
、
ま
ず
葬
送
の
地
を
知
恩
院
と
し
た
。
こ

の
時
家
康
は
諸
宗
諷
経
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
が
済
む
と
遺
骸
は
水
野
勝
成
、
松
平
定
勝
（
久
松
俊
勝
と
伝
通
院
殿
の
子
）
ら
を
供
と

し
て
、
そ
の
ま
ま
江
戸
へ
送
ら
れ
九
月
十
八
日
増
上
寺
存
応
導
師
の
下
、
大
塚
に
て
火
葬
さ
れ
、
伝
通
院
へ
葬
ら
れ
た
。

　
こ
の
時
、
大
塚
へ
行
く
前
に
一
度
増
上
寺
へ
納
め
た
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
こ
の
書
に
は
伝
通
院
の
葬
送
の
こ
と
が
か
な
り
具
体
的

に
書
か
れ
て
お
り
、
知
恩
院
で
は
満
誉
大
僧
正
が
下
炬
を
行
っ
た
と
記
す
。
　

そ
し
て
江
戸
へ
遺
骸
を
下
向
さ
せ
た
お
り
家
康
は
菩
提
寺
と
定
め
た
増
上
寺
へ
入
棺
し
た
い
が
日
時
を
定
め
よ
と
存
応
に
命
じ
た
と
あ

る
。
こ
れ
を
聞
い
た
存
応
は
無
量
山
寿
経
寺
の
縁
起
を
述
べ
、
こ
の
寺
に
伝
通
院
の
法
号
を
冠
し
て
末
代
へ
念
仏
弘
通
し
た
い
と
申
し

出
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
書
で
は
、
そ
の
後
に
布
施
物
、
葬
儀
役
配
や
装
束
等
の
記
述
が
あ
り
、
多
少
の
脚
色
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
忠
実
を
伝
え
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。

　
こ
の
葬
送
で
は
四
十
八
日
間
諸
宗
の
出
家
の
読
誦
が
あ
り
、
増
上
寺
で
は
千
部
法
要
が
勧
め
ら
れ
た
。

　
当
時
の
伝
通
院
は
、
天
正
十
八
年
小
田
原
の
陣
の
時
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
寺
の
形
が
わ
ず
か
に
残
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
あ
り
、
こ

の
時
、
新
寺
建
立
が
決
意
さ
れ
、
家
康
は
こ
の
聖
冏
聖
聰
両
上
人
が
建
立
し
た
と
い
う
由
緒
を
も
っ
て
こ
の
寺
を
生
母
の
菩
提
所
と
し

た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
は
増
上
寺
住
職
の
兼
務
寺
院
と
い
う
位
置
付
け
を
さ
れ
た
が
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八

）
伝
通
院
殿
七
回
忌
に
合
わ
せ
、
家
康
の
帰
依
篤
く
後
に
浄
土
宗
法
度
の
制
定
に
尽
力
し
た
廓
山
を
中
興
と
し
、
檀
林
寺
院
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
そ
の
時
、
三
百
石
が
寄
進
さ
れ
、
そ
の
後
寺
勢
を
増
し
、
増
上
寺
に
継
ぐ
檀
林
と
成
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
伝
通
院
殿
の
実
子
松
平
（
元
久
松
）
の
信
仰

　
水
野
家
の
浄
土
宗
信
仰
を
見
る
前
に
、
伝
通
院
殿
の
実
子
で
あ
る
松
平
家
（
元
久
松
）
の
状
況
を
見
て
参
考
と
し
た
い
。

　
家
康
か
ら
兄
弟
と
し
て
松
平
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
子
が
三
人
い
た
。
久
松
俊
勝
の
二
男
で
あ
る
康
元
は
、
天
正
十
八
年
関

宿
城
主
と
な
り
、
慶
長
七
年
伝
通
院
殿
の
た
め
に
一
寺
を
建
立
し
た
。
最
初
弘
経
寺
と
し
た
が
、
家
康
の
命
に
よ
り
伝
通
院
殿
の
法
名

を
と
っ
て
光
岳
寺
と
改
称
し
、
伝
通
院
殿
の
菩
提
所
と
し
た
。
康
元
は
翌
八
年
に
没
し
て
い
る
が
、
関
宿
に
来
て
開
基
し
た
自
己
の
法

名
を
冠
す
る
宗
英
寺
（
曹
洞
宗
）
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
三
男
の
勝
俊
は
天
正
十
四
年
に
若
く
し
て
亡
く
な
り
遠
江
国
西
来
院
（
宗
派
不

明
）
に
葬
ら
れ
、
そ
の
子
勝
政
は
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
没
し
、
曹
洞
宗
増
善
寺
に
葬
ら
れ
る
。
四
男
の
定
勝
は
伝
通
院
殿
遺

骸
の
江
戸
下
向
に
付
き
添
い
、
遺
品
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
桑
名
城
主
と
な
り
、
そ
の
地
の
浄
土
宗
崇
源
院

に
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
葬
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
は
定
勝
が
掛
川
か
ら
国
替
え
の
時
、
存
応
の
弟
子
で
天
然
寺
住
持
の
伝
誉
を
連

れ
、
崇
源
院
の
開
山
と
し
た
。
後
に
秀
忠
室
の
諡
が
崇
源
院
殿
と
い
う
こ
と
か
ら
、
照
源
寺
と
改
称
し
た
。
そ
の
子
定
行
は
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
松
山
常
信
寺
（
宗
派
不
明
）
に
葬
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
家
康
の
目
が
行
き
届
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
浄
土
宗
寺
院
に
葬
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代
が
下
る
と
必
ず

し
も
そ
う
で
な
い
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。
家
康
は
代
々
分
流
に
お
い
て
も
浄
土
宗
と
命
じ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

元
久
松
の
松
平
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
家
訓
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
は
い
な
い
。

　
従
っ
て
次
に
述
べ
る
水
野
家
は
、
家
康
の
遺
命
を
家
訓
と
し
て
守
っ
た
特
異
な
例
と
も
言
え
る
。
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四
、
松
本
藩
主
水
野
家
の
浄
土
宗
改
宗
に
つ
い
て

　
　
（
一
）
改
宗
の
理
由
に
つ
い
て

　
松
本
藩
祖
水
野
忠
清
が
松
本
へ
入
封
し
た
の
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
で
あ
る
。
二
年
後
の
正
保
元
年
に
忠
重
の
牌
所
と
し
て

曹
洞
宗
賢
忠
寺
を
松
本
澤
村
に
創
建
し
て
い
る
。(

但
し
賢
忠
寺
と
い
う
名
の
公
称
は
正
徳
三
年
以
降
と
あ
る
）
。
三
代
忠
直
の
時
、
そ

の
室
の
出
自
で
あ
る
鍋
島
家
の
位
牌
を
置
い
た
が
、
水
野
家
の
菩
提
所
と
し
て
の
位
置
付
け
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
正
保
四
年
に
家
督
を
継
い
だ
二
代
忠
職
に
は
、
出
家
し
た
弟
龍
天
が
お
り
、
松
本
飯
田
町
に
乾
瑞
寺
を
建
立
し
龍
天
を
開
山
と
し
た

龍
天
は
臨
済
宗
妙
心
寺
塔
頭
養
賢
院
（
後
の
性
宣
院
）
の
僧
で
あ
り
、
忠
清
の
室
す
な
わ
ち
母
を
葬
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
経
緯
を
み
る
と
、
水
野
家
の
信
仰
は
禅
家
に
向
い
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
忠
清
以
降
松
本
藩
主
は
代
々
浄
土

宗
に
改
宗
し
、
伝
通
院
を
菩
提
寺
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
伝
通
院
殿
が
伝
通
院
に
葬
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
い
う
こ

と
も
で
き
よ
う
が
、
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
家
康
の
遺
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

　
　
忠
清
公
御
代

　
　
　
上
意
ニ
テ
浄
土
宗
江
御
改
宗
江
戸
者
馬
喰
町
京
知
恩
院
末
本
誓
寺
ヲ
御
菩
提
所
ニ
御
頼
信
州
松
本
ニ
テ
者
大
手
前
ニ
テ
華
岳
山

　
　
　
寶
松
院
春
了
寺
ヲ
増
上
寺
末
ニ
御
建
立
御
石
碑
者
同
所
ヨ
リ
九
　
里
山
手
ニ
女
鳥
羽
ニ
有
之
御
墓
守
清
光
寺
後
改
玄
向
寺
春
了

　
　
　
寺
廃
シ
テ
後
玄
向
寺
看
主
ニ
テ
持
之
文
政
七
申
年
十
二
月
　
日
増
上
寺
ヨ
リ
律
僧
ヲ
シ
テ
持
シ
ム
以
後
為
律
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
諸
寺
院
之
覚
』

　
ま
た
、
松
本
藩
四
代
忠
周
公
の
書
付
及
び
書
状
か
ら
こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　
先
祖
水
野
隼
人
正
源
忠
清
法
名
真
珠
院
殿
前 

 

は
曹
洞
宗
に
て
候
所
に
兄
日
向
守
（
筆
者
注
、
勝
成
）
父
和
泉
守
瑞
源
院
殿

　
　
　
（
筆
者
注
、
忠
重
）
於
池
鯉
鮒
加
賀
井
弥
八
殺
害
之
節
父
之
勘
当
に
て
嫡
子
に
忠
清
を
立
て
候
所
に
忠
清
を
追
出
し
跡
を
し
て

　
　
　
押
領
候
其
節
忠
清

　
　
　
東
照
君
を
奉
頼
参
候
処
に
従
無
地
七
万
石
迄
御
取
立
之
処
其
方
家
永
　
公
儀
の
御
宗
旨
浄
土
宗
に
成
候
様
に
と
上
意
に
付
代
　

　
　
　
浄
土
宗
に
候
為
證
文
愚
拙
忠
周
法
之
師
匠
増
上
寺
大
僧
正
祐
天
和
尚
よ
り
白
地
金
襴
之
五
条
之
袈
裟
を
授
り
候
故
永
　
子
　
　

　
　
　
孫
　
江
譲
与
之
者
也
自
然
至
今
改
宗
は
対 

公
儀
不
忠
第
一
先
祖
に
対
し
て
は
不
孝
之
至
也
此
旨
能
　
可
被
相
守
者
也

　
　
　
正
徳
三
年
巳
十
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
出
羽
守
忠
周
（
花
押
）

　
　
　
水
野
家
代
　
曹
洞
宗
に
て
下
野
守
信
元
和
泉
守
忠
重
迄
は
尾
張
国
宇
宙
山
乾
坤
院
菩
提
所
た
り
し
時
信
元
嫡
孫
隼
人
正
忠
清
主

　
　
　
君

　
　
　
東
照
宮
に
は
天
下
代
　
浄
土
宗
参
河
大
樹
寺
檀
那
た
り
自
今
以
後
水
野
家
永
　
浄
土
宗
た
る
べ
き
の
よ
し
蒙
　
上
意
て
華
岳
山

　
　
　
宝
松
院
春
了
寺
と
云
菩
提
所
建
立
し
た
り
（
中
略
）

　
　
　
享
保
三
戊
戌
年
五
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野
守
源
信
元
六
世
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
出
羽
守
忠
周
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
印
）

　
　
　
家
之
巻
物
書
写
し
致
進
上
者
也

　
　
　
　
　
祐
海
大
和
尚

　
　
　
　
　
檀
的
大
和
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
明
顕
山
寺
録
撮
要
』

　
こ
の
書
状
か
ら
、
松
本
藩
水
野
家
に
は
代
々
家
訓
と
し
て
家
康
の
定
め
る
と
こ
ろ
が
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に

忠
清
の
経
歴
を
通
し
て
、
改
宗
の
理
由
を
探
る
。
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（
ニ
）
忠
清
の
経
歴
と
家
康
の
遺
言
に
つ
い
て

　
忠
周
の
書
付
に
よ
る
と
、
水
野
勝
成
が
忠
重
の
勘
当
の
身
と
な
り
、
嫡
子
に
忠
清
を
た
て
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　
忠
重
が
池
鯉
鮒
に
お
い
て
加
賀
之
江
彌
八
郎
秀
望
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
の
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
で
あ
る
。
家
譜
資
料
を
信

じ
れ
ば
、
勝
成
は
確
か
に
忠
重
の
勘
当
を
受
け
て
い
た
が
、
慶
長
三
年
家
康
の
思
い
も
あ
っ
て
既
に
和
解
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
そ
の
後
勝
成
が
備
後
福
山
に
建
立
し
た
賢
忠
寺
と
同
様
忠
重
を
祀
る
寺
を
忠
清
が
松
本
に
建
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勝
成
と
忠

清
と
の
間
に
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
勝
成
と
忠
清
は
力
を
合
わ
せ
京
都
紫

野
大
徳
寺
塔
頭
と
し
て
瑞
源
院
（
忠
重
の
院
号
）
を
建
立
し
、
楞
巖
寺
よ
り
忠
重
を
改
葬
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
仲
違
い
の
関
係

と
は
考
え
に
く
い
。

　
家
譜
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
の
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大
阪
の
陣
の
時
で
あ
っ
た
。
忠
清
は
徳
川
秀
忠
の
御
前
で

青
山
忠
俊
と
軍
功
を
争
い
、
一
時
閉
門
と
な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
閉
門
も
す
ぐ
に
許
さ
れ
て
い
る
。

　
忠
周
が
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
家
譜
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
忠
清
が
家
康
に
よ
っ
て
取
り
立
て
ら
れ
た
根
拠
を
何

ら
か
の
形
で
表
現
し
た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
忠
清
で
あ
る
が
、
元
和
二
年
四
月
三
日
、
病
床
に
あ
る
家
康
に
呼
ば
れ
駿
府
に
上
っ
た
。
こ
の
頃
家
康
の

病
床
は
す
で
に
悪
化
し
て
い
た
が
、
合
間
に
様
々
な
遺
言
を
し
て
い
た
と
あ
る
。
忠
清
へ
の
命
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
時
の
命
は
、
水
野
家
は
先
祖
代
々
勲
功
あ
る
が
、
父
忠
重
の
功
績
は
大
変
大
き
く
、
ま
た
忠
清
は
若
い
が
大
阪
の
陣
で
の
活
躍

も
評
価
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
二
万
石
の
刈
屋
城
主
に
取
り
立
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
忠
清
は
た
だ
感

涙
し
た
と
あ
り
、
相
当
の
恩
義
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
時
の
刈
屋
城
主
は
勝
成
で
、
勝
成
は
忠
重
の
遺
領
を
継
い
だ
あ
と
、
元
和
元
年
の
大
阪
の
陣
に
お
い
て
再
び
功
を
為
し
、
七
月

刈
屋
か
ら
大
和
国
郡
山
に
移
封
し
た
。
家
康
は
水
野
家
の
旧
領
へ
忠
清
を
入
封
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
忠
清
は
そ
の
後
寛
永
九
年
に
吉
田

へ
移
る
と
き
に
は
四
万
石
、
そ
し
て
寛
永
十
九
年
に
松
本
藩
主
と
な
っ
た
時
に
七
万
石
と
な
っ
た
。

　
家
譜
等
の
資
料
に
は
、
家
康
の
遺
命
に
浄
土
宗
改
宗
の
こ
と
は
出
て
こ
な
い
が
、
そ
の
話
の
中
に
話
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
先
の
書
付
等
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
証
拠
と
し
て
は
忠
清
が
定
め
た
菩
提
寺
の
由
緒
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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五
、
初
代
忠
清
の
信
仰
に
つ
い
て

　
　
　
（
一
）
春
了
寺
の
建
立

　
忠
清
が
城
主
と
な
っ
た
刈
屋
に
は
水
野
家
代
々
の
菩
提
所
曹
洞
宗
楞
巖
寺
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
浄
土
改
宗
の
命
を
受
け
た
翌
元
和

三
年
忠
清
の
生
母
、
忠
重
室
宇
川
氏
が
死
去
し
、
法
名
は
「
宝
松
院
英
誉
華
岳
春
了
大
姉
」
と
い
う
。
明
ら
か
に
浄
土
宗
の
法
名
で
あ

り
、
そ
の
法
名
か
ら
と
っ
て
浄
土
宗
華
岳
山
宝
松
院
春
了
寺
を
建
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
れ
が
浄
土
改
宗
の
最
初
の
根
拠
で
あ
り
、
こ
の
春
了
寺
が
後
に
正
式
に
菩
提
寺
と
な
っ
た
。
た
だ
し
『
諸
寺
院
之
覚
』
に
よ
る
と

位
牌
は
楞
巖
寺
に
納
め
ら
れ
、
遺
骨
は
五
輪
堂
に
納
め
ら
れ
た
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
は
堂
舎
を
備
え
た
寺

院
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
。
代
々
の
葬
地
に
間
借
り
し
た
形
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
春
了
寺
は
、
吉
田
へ
転
封
に
な
っ
た
時
も
、
そ
し
て
寛
永
十
九
年
に
松
本
に
移
っ
た
と
き
も
移
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
『
松
本
御
代
記
』
に
よ
る
と
、
吉
田
か
ら
松
本
へ
移
っ
た
と
き
に
春
了
寺
、
宝
栄
寺
と
乾
瑞
寺
の
三
か
寺
を
共
に
移
し
た
と
あ
る
。

乾
瑞
寺
は
賢
忠
寺
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
が
、
春
了
寺
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
宝
栄
寺
と
い
う
の
は
一
向
宗
で
家
中
に
檀
家
が
い
た
と
し

て
い
る
。

　
春
了
寺
は
当
初
松
本
城
外
に
あ
っ
た
が
、
二
代
忠
職
に
よ
り
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
火
事
で
焼
失
し
た
本
町
極
楽
寺
跡
へ
引

き
移
さ
れ
、
当
家
の
菩
提
寺
と
定
め
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
水
野
勝
成
も
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
備
後
国
深
津
へ
転
封
の
と
き
浄
土

宗
の
僧
祖
応
を
随
伴
し
、
元
和
七
年
に
浄
土
宗
寺
院
と
し
て
無
量
山
寿
松
院
定
福
寺
を
建
立
し
て
い
る
。
詳
細
は
不
明
で
は
あ
る
が
こ

れ
も
家
康
の
遺
言
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
ニ
）
高
野
山
の
廟
所
と
逆
修
法
号

　
『
諸
寺
院
之
覚
』
に
よ
る
と
、
忠
政
の
命
に
よ
り
高
野
山
の
極
楽
院
を
常
慶
院
と
改
め
、
信
元
が
恩
徳
を
蒙
っ
た
と
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
忠
清
は
高
野
山
に
も
石
塔
を
建
て
水
野
家
の
廟
所
と
し
て
い
る
。
生
母
宝
松
院
の
石
碑
を
建
立
し
「
隼
人
正
建
立
為
悲
母
」
と

あ
る
と
い
う
。
ま
た
忠
清
の
嫡
男
忠
次
の
お
付
き
で
責
任
を
と
っ
て
殉
死
し
た
古
市
喜
内
の
石
碑
も
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
忠
清

が
高
野
山
と
の
関
係
を
承
継
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
先
祖
を
思
う
気
持
ち
か
ら
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
高
野
山
に
は
、
緒
川
初
代
貞
守
か
ら
位
牌
が
置
か
れ
て
お
り
、
水
野
家
の
牌
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
忠
重
の
石
塔
を

勝
成
が
建
立
し
た
の
が
石
塔
の
始
め
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
忠
清
が
引
き
継
い
で
整
備
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
野
山
の
廟
所
で
見
落
と
せ
な
い
点
は
、
逆
修
の
記
録
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
忠
清
室
福
寿
院
殿
で
あ
る
が
、
先
に
松
本
乾
瑞
寺
に
葬
ら
れ
た
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
高
野
山
に
逆
修
に
て
「
月
光
院
殿
秋

誉
天
心
大
禅
定
尼
」
と
の
法
名
が
残
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
子
が
出
家
し
て
松
本
に
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
浄
土
宗
の
法
名
で
葬
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
忠
職
と
そ
の
内
室
青
陽
院
殿
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）

五
月
に
共
に
逆
修
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
高
野
山
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
高
野
山
は
水
野
家
に
と
っ
て
逆
修
を
納
め
る
祈
願
所
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

分
骨
を
し
た
例
も
あ
り
、
生
前
の
祈
願
所
で
あ
り
ま
た
廟
所
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
三
）
忠
清
の
葬
地
に
つ
い
て

　
家
康
の
命
を
受
け
て
代
々
浄
土
宗
に
改
宗
し
た
は
ず
の
忠
清
で
は
あ
る
が
、
先
祖
を
思
う
気
持
ち
か
ら
賢
忠
寺
、
瑞
源
院
と
忠
重
由

緒
の
禅
宗
寺
院
を
建
立
し
た
。
高
野
山
に
も
廟
所
を
建
立
し
て
い
る
が
、
浄
土
宗
寺
院
は
春
了
寺
を
建
立
し
た
と
言
っ
て
も
い
ま
だ
松

本
城
外
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
誓
寺
と
の
寺
檀
関
係
が
で
き
て
い
た
の
か
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
忠
清
自
身
は
正
保
四
年
江
戸

神
田
橋
邸
に
お
い
て
死
去
し
、
こ
の
時
は
本
誓
寺
に
葬
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
追
っ
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

　
本
誓
寺
は
そ
の
由
緒
書
か
ら
家
康
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
江
戸
城
改
築
の
時
に
、
小
田
原
か
ら
江
戸
馬

喰
町
へ
引
き
移
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
元
和
二
年
の
命
に
よ
り
水
野
家
の
菩
提
所
と
定
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
は

い
ま
だ
水
野
家
の
菩
提
所
を
伝
通
院
と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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六
、
二
代
忠
職
に
よ
る
春
了
寺
の
整
備

　
忠
職
は
藩
政
の
確
立
に
心
を
砕
き
、
慶
安
年
間
に
総
検
地
を
行
い
、
ま
た
幕
府
に
寺
院
へ
の
朱
印
を
願
い
出
て
、
寺
社
仏
閣
の
整
備

を
進
め
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
当
時
の
住
職
と
思
わ
れ
る
乗
誉
玄
栄
に
よ
っ
て
忠
職
が
春
了
寺
に
釣
鐘
を
寄
進
し
た
銘

が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
華
岳
山
春
了
寺
者
先
孝
院
奉 

為
真
珠
院
殿
前
布
護
廓
誉
全
忠
居
士 

孝
子
城
主
水
野
羽
州
太
守
忠
職
朝
臣
。
令 

経 

営
之
。
於 

 

　

是
累
代
諸
士
等
欲 

酬 

謝
先
君
之
厚
恩 
。
高
架 

一
楼 

。
鑄 

一
個
法
鐘 

。
掛 

之
　
　 

。
蓋
篤
敬
之
考
。
至
誠
之
忠
（
中
略
）
。

　
　
仰
奉
祝

　
今
上
陛
下
三
槐
九
棘
大
檀
那
福
寿
如
意
。
黄
孝
千
歳
。

　
　
于
時
慶
安
三
歳
次
庚
寅
五
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乗
誉
玄
栄
銘

　　
こ
の
よ
う
に
、
忠
職
が
春
了
寺
を
整
備
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
そ
し
て
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
春
了
寺
は
本
町
へ
移
転
し
、
忠

清
の
牌
所
と
し
て
ま
た
菩
提
寺
と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
。
寺
領
も
松
本
で
最
大
の
八
十
石
を
与
え
、
万
治
年
中
（
一
六
五
八
～

一
六
六
〇
）
に
百
石
と
し
た
。
春
了
寺
の
整
備
は
忠
職
が
内
藤
忠
興
、
戸
田
光
重
と
共
に
三
人
番
と
し
て
大
阪
城
代
を
勤
め
て
い
る
間

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
阪
城
代
の
勤
め
が
終
わ
っ
た
寛
文
二
年
の
五
月
に
高
野
山
で
誉
号
の
つ
い
た
逆
修
の
法
名
を
記
録
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
前
の
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
、
忠
職
は
出
家
し
た
弟
の
た
め
に
臨
済
宗
妙
心
寺
派
乾
瑞
寺
を
建
立
し
、
寛
文
十
年
（
一
六

七
〇
）
逆
修
で
受
け
た
浄
土
宗
の
法
名
を
変
え
て
母
が
葬
ら
れ
た
。
忠
職
は
寛
文
八
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
む
し
ろ
弟
の

龍
天
が
主
導
し
て
行
っ
た
こ
と
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
忠
職
自
身
の
葬
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
家
譜
資
料
等
に
よ
る
と
、
忠
職
は
江
戸
神
田
橋
邸
で
死
去
し
伝
通
院
に
葬
ら
れ
た
と

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
葬
な
の
か
直
接
葬
ら
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
水
野
家
の
菩
提
所
が
い
つ
伝

通
院
に
移
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
忠
職
自
身
も
当
初
は
本
誓
寺
に
葬
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が

自
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑦
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七
、
三
代
忠
直
に
よ
る
菩
提
所
の
確
立

　
　
　
（
一
）
廟
所
と
し
て
の
玄
向
寺
の
整
備

　
玄
向
寺
と
は
、
先
の
『
諸
寺
院
之
覚
』
か
ら
引
用
し
た
文
に
出
る
大
村
に
あ
る
寺
で
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
開
山
の
浄
土
宗
寺

院
で
あ
る
。
そ
の
後
寛
永
ニ
年
（
一
六
二
五
）
に
開
山
上
人
の
名
を
と
り
清
光
寺
と
改
称
し
、
伊
勢
町
浄
林
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。

　
忠
直
は
、
寛
文
八
年
（
一
六
三
一
）
に
忠
職
が
没
す
る
と
、
翌
九
年
六
月
に
初
め
て
封
地
に
赴
き
、
こ
の
清
光
寺
の
伽
藍
を
整
え
、

水
野
家
代
々
の
廟
所
と
定
め
忠
職
の
戒
名
を
と
っ
て
玄
光
寺
と
改
称
し
、
春
了
寺
の
末
寺
と
し
た
。

　
こ
の
間
、
忠
直
は
忠
職
の
没
年
に
女
鳥
羽
川
の
北
に
あ
っ
た
岡
の
宮
神
社
に
八
幡
大
神
宮
と
熊
野
権
現
を
勧
請
し
三
社
を
合
わ
せ
、

神
殿
を
造
立
し
た
と
の
記
録
も
あ
り
、
忠
職
同
様
寺
社
の
整
備
を
進
め
て
い
た
。

　
玄
向
寺
に
は
、
寛
文
九
年
六
月
二
十
六
日
の
日
付
の
彫
ら
れ
た
石
灯
籠
が
あ
り
、
春
了
寺
圓
道
代
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
忠
職
一
周
忌

に
合
わ
せ
た
こ
の
日
が
廟
所
の
開
眼
の
日
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
忠
直
は
春
了
寺
を
松
本
で
の
位
牌
所
、
玄
向
寺
を
廟
所
と
し
て
扱
い
、
江
戸
で
の
菩
提
寺
と
高
野
山
の
廟
所
と
い
う

関
係
を
領
地
内
で
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
忠
清
も
含
め
て
代
々
、
玄
向
寺
と
高
野
山
の
両
方
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
　
　
（
二
）
伝
通
院
へ
の
菩
提
寺
の
移
転

　
『
諸
寺
院
之
覚
』
に
「
貞
享
元
年
甲
子
十
月
浄
土
宗
小
石
川
無
量
山
寿
経
寺
伝
通
院
江
御
改
葬
真
珠
院
モ
引
移
候
事
」
と
い
う
一
文

が
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
拠
に
、
真
珠
院
に
現
存
す
る
道
樹
院
殿
（
忠
職
）
の
廟
所
に
立
て
ら
れ
た
石
灯
籠
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
「
貞
享
元
年
甲
子
天
六
月
二
十
六
日
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
忠
職
の
十
七
回
忌
に
当
た
る
貞
享
元
年(

一
六
八
四
）

に
真
珠
院
が
本
誓
寺
か
ら
伝
通
院
に
引
き
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
真
珠
院
は
伝
通
院
の
塔
頭
で
は
あ
る
が
、
そ
の
由
緒
に
関
し
て
は
『
檀
林
小
石
川
伝
通
院
志
』
を
始
め
ほ
と
ん
ど
資
料
が
な
い

『
江
戸
名
所
図
絵
』
で
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
由
緒
書
等
の
資
料
に
真
珠
院
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
誓
寺
の
由
緒
か
ら
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

　
本
誓
寺
に
は
、
忠
清
が
葬
ら
れ
た
一
つ
の
証
拠
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
忠
職
が
施
主
と
な
っ
て
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
門
と
塀

を
建
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
忠
清
が
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
る
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
以
降
、
本
誓
寺
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
焼
失
し
て
い
る
。
諸
寺
院
所

替
え
の
命
が
下
っ
た
が
、
本
誓
寺
は
公
家
や
朝
鮮
人
の
宿
坊
と
な
っ
て
い
た
た
め
近
く
の
寺
院
と
入
れ
替
え
と
な
っ
た
。
翌
万
治
元
年

に
中
興
五
世
行
誉
が
入
院
し
、
寛
文
三
年
に
本
堂
を
再
建
し
、
翌
年
に
門
と
塀
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
六
世
呑
誉
の

代
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
再
び
火
事
に
遭
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
時
の
、
神
社
奉
行
は
水
野
忠
春
と
い
い
、
忠
政
の
弟
忠
守
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
忠
春
は
本
誓
寺
に
対
し
、
雑

司
ヶ
谷
へ
の
所
替
え
を
申
し
出
る
が
、
遠
方
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
弥
勒
寺
・
法
禅
寺
・
雲
光
院
と
共
に
深
川
大
工
町
に
移
転
し
た
。

こ
れ
が
天
和
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
貞
享
元
年
は
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
移
転
の
時
に
、
忠
直
、
本
誓
寺
六
世
呑
誉
、
忠
春
が
協
議
し
、
伝
通
院
の
塔
頭
と
し

て
真
珠
院
を
起
こ
し
、
そ
こ
を
菩
提
所
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
真
珠
院
の
隣
り
に
見
樹
院
と
い
う
塔
頭
が
あ
る

が
、
こ
れ
も
法
禅
寺
に
葬
ら
れ
て
い
た
松
平
成
重
（
法
号
を
見
樹
院
殿
と
い
う
）
を
改
葬
し
た
寺
院
で
あ
り
、
時
代
は
少
し
後
に
な
る

が
同
様
の
経
緯
を
た
ど
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
な
ぜ
伝
通
院
に
改
葬
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
水
野
家
と
伝
通
院
の
関
係
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
が
、
当
時
徳
川
綱
重(

清
揚
院
殿
）

が
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
葬
ら
れ
る
な
ど
将
軍
家
と
の
縁
の
深
い
寺
院
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
直
接
墓
所
を
移
す
こ
と
は
憚
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
別
院
の
法
蔵
院
の
裏
に
道
を
隔
て
て
真
珠
院
を
置
き
、
水
野
家
の
菩
提
所
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
の
石
灯
籠
と
他
に
本
誓
寺
六
世
澄
蓮
社
呑
誉
が
真
珠
院
に
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
真
珠
院
開
山
で
あ

る
運
蓮
社
霊
誉
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
寂
し
て
お
り
、
貞
享
元
年
の
開
基
と
す
る
方
が
年
代
的
に
符
合
す
る
と
言
え
る
。
移
転

し
た
意
図
は
と
も
か
く
、
本
誓
寺
の
移
転
と
そ
れ
に
伴
う
真
珠
院
建
立
に
つ
い
て
は
事
実
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
忠
直
は
新
た
な
江
戸
の
菩
提
寺
を
伝
通
院
塔
頭
真
珠
院
に
得
て
代
々
の
安
住
の
地
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

　
忠
清
か
ら
三
代
に
わ
た
っ
て
よ
う
や
く
家
康
の
命
に
違
わ
ぬ
浄
土
宗
の
菩
提
寺
を
松
本
と
江
戸
に
お
い
て
獲
得
し
、
以
後
代
々
相
続

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
忠
直
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
五
月
二
十
八
日
、
松
本
に
お
い
て
没
し
た
た
め
、
玄
向
寺
へ
葬
ら
れ
た
。
『
賢
徳
院
様
御
卒

去
一
件
』
に
よ
る
と
、
閏
五
月
十
一
日
、
伝
通
院
に
お
い
て
二
夜
三
日
の
法
事
が
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
。
廟
所
は
真
珠
院
で
も
藩
主
と

し
て
伝
通
院
で
法
事
が
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
提
寺
伝
通
院
、
廟
所
真
珠
院
と
の
関
係
と
し
て
両
院
が
存
在

し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
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八
、
四
代
忠
周
の
浄
土
宗
信
仰
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
(

一
）
今
に
伝
わ
る
忠
周
の
性
質
に
つ
い
て

　
今
に
伝
わ
る
四
代
忠
周
の
評
判
は
す
こ
ぶ
る
よ
ろ
し
く
な
い
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
江
戸
神
田
橋
邸
で
生
ま
れ
た
が
、
忠
直
が

長
命
で
あ
っ
た
た
め
、
部
屋
住
み
の
ま
ま
幕
府
へ
出
仕
す
る
期
間
が
長
か
っ
た
。
正
徳
三
年(

一
六
一
三
）
忠
直
の
遺
領
を
継
ぎ
、
翌
四

年
封
地
へ
赴
い
て
い
る
。
在
封
わ
ず
か
六
年
で
あ
っ
た
が
、
金
井
氏
に
よ
る
と
「
数
奇
者
と
し
て
の
嗜
癖
が
あ
り
」
、
「
神
事
・
仏
事

に
熱
心
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
正
徳
四
年
に
は
上
屋
敷
が
類
焼
し
、
田
安
に
新
邸
を
営
み
財
政
も
苦
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
金
井
氏
は

「
水
野
家
落
去
記
」
を
引
用
し
て
、
こ
の
代
に
は
好
事
が
多
く
、
一
、
殺
生
を
好
ま
ず
場
内
に
鳥
籠
を
つ
く
り
、
二
、
能
を
好
み
京
よ

り
能
具
を
調
え
、
能
太
夫
を
抱
え
、
三
、
念
仏
に
帰
依
し
、
本
城
に
仏
壇
を
備
え
朝
夕
念
仏
を
勤
め
、
四
、
放
光
寺
山
へ
江
戸
山
王
権

現
を
勧
請
し
た
と
し
、
ま
た
雷
を
極
端
に
嫌
っ
て
い
た
と
の
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
人
目
に
は
か
な
り
の
数
奇
者
と
写
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
こ
の
間
四
度
も
御
用
金
を
賦
課
し
た
が
返
済
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
そ

れ
を
強
く
印
象
付
け
て
い
る
。

　
そ
の
一
端
と
し
て
、
松
本
安
楽
寺
（
真
言
宗
で
松
本
城
鎮
護
の
霊
場
と
し
て
城
主
が
保
護
し
た
寺
院
）
護
摩
堂
に
、
忠
周
は
三
宝
荒

神
、
弁
財
天
、
虚
空
蔵
菩
薩
十
二
天
、
威
徳
天
の
画
像
を
寄
進
し
た
と
あ
る
。
松
本
の
民
族
資
料
館
に
も
自
筆
の
絵
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
す
べ
て
自
ら
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
藩
政
と
し
て
は
成
徳
の
改
革
と
言
わ
れ
る
治
世
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
自
ら
の
道
楽
が
過
ぎ
た
た
め
と
評
さ
れ
、
短
命
で

あ
っ
た
た
め
に
そ
の
事
績
が
評
価
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
は
い
な
い
。

 
 
 
 
 
 
(

二
）
忠
周
と
増
上
寺
第
三
十
六
世
顕
誉
祐
天

　
そ
の
よ
う
な
忠
周
で
あ
っ
た
が
、
極
め
て
熱
心
な
浄
土
宗
徒
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
法
名
が
「
知
徳
院
殿
本
蓮
社
清
誉
浄
祐
光
阿
大
居

士
」
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
蓮
社
号
お
よ
び
阿
号
を
持
ち
浄
土
宗
伝
法
の
相
伝
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
忠
周
の
書

状
（
先
の
中
略
し
た
部
分
）
か
ら
そ
の
経
歴
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
忠
周
十
三
歳
の
時
、
母
を
離
れ
て
菩
提
心
を
起
こ
し
た
と
い
う
。
確
か
に
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
忠
周
の
母
で
あ
る
柔
軟

院
殿
は
死
去
し
、
伝
通
院
に
葬
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
出
離
生
死
の
道
を
求
め
る
決
心
を
し
た
と
い
う
。

　
　
　
宗
之
十
八
壇
林
之
能
化
衆
へ
も
た
よ
り
法
を
尋
又
他
宗
之
意
地
を
も
知
ら
ん
た
め
に
天
台
之
僧
へ
た
よ
り
学
す
願
事
七
年
法
華 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

三
大
部
を
極
た
り
　
　
　

　
天
台
を
七
年
学
び
、
末
世
の
凡
夫
は
成
仏
し
が
た
く
、
ま
た
念
仏
も
円
融
理
観
念
仏
で
あ
っ
て
、
凡
夫
の
成
仏
の
縁
と
は
な
り
に
く

い
と
述
べ
る
。
次
に

　
　
　
禅
家
に
た
よ
り
録
な
ど
を
種
　
学
す
事
十
ヶ
年
也

と
言
い
、
上
根
上
智
の
人
は
禅
の
至
極
を
さ
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
末
世
五
濁
悪
世
に
は
菩
提
を
得
に
く
い
と
す
る
。
さ
ら
に

　
　
　
真
言
家
へ
た
よ
り
学
す
事
八
年
阿
字
観
修
行
す
る
事
三
年
光
明
真
言
唱
事
百
万
遍

し
た
が
、
こ
れ
ら
は
皆
自
証
成
仏
の
修
行
で
あ
っ
て
凡
夫
の
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
言
う
。

　
最
後
に
顕
誉
大
僧
正
に
会
い
、
浄
土
三
縁
を
受
け
法
然
の
伝
記
お
よ
び
一
枚
起
請
を
授
か
り
、
こ
こ
に
安
心
決
定
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。

　
書
面
通
り
受
け
取
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
遺
領
を
継
い
だ
時
に
安
心
決
定
し
た
時
期
と
な
る
。
顕
誉
祐
天
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に

伝
通
院
か
ら
増
上
寺
に
上
が
り
大
僧
正
と
な
っ
て
お
り
、
伝
通
院
を
菩
提
寺
と
す
る
忠
周
と
も
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う

ま
た
、
別
の
書
状
に
、
幡
雄
よ
り
布
薩
圓
頓
戒
の
巻
物
を
伝
授
さ
れ
阿
号
ま
で
に
な
っ
た
が
、
三
縁
と
も
に
祐
天
か
ら
授
か
り
た
い
と

祐
天
か
ら
の
巻
物
を
懇
願
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
幡
雄
は
春
了
寺
八
世
の
廓
誉
上
人
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
松
本
で
布
薩
戒
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
阿
号
を
受
け

る
程
の
熱
心
な
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
忠
周
だ
け
で
な
く
、
内
侍
の
智
清
院
殿
も
蓮
社
号
と
阿
号
が
あ
る
。
こ
の
智
清
院

殿
も
高
野
山
に
逆
修
法
名
が
残
さ
れ
て
お
り
、
「
浄
誉
貞
観
恵
頓
大
姉
」
と
あ
っ
た
が
、
最
後
は
「
智
清
院
殿
相
蓮
社
浄
誉
恵
頓
明
阿

大
姉
」
と
お
く
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
玄
向
寺
に
あ
る
忠
周
の
石
塔
の
後
に
は
名
号
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
信
仰
の
深
さ
を
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
忠
周
は
、
祐

天
が
地
蔵
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
霊
夢
を
感
得
し
、
そ
れ
が
縁
と
な
り
の
ち
に
目
黒
祐
天
寺
に
祐
天
本
地
身
地
蔵
菩
薩
が
松
本
光
明
院

よ
り
遷
座
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
忠
周
は
祐
天
（
享
保
三
年
七
月
十
五
日
寂
）
の
後
を
追
う
よ
う
に
同
じ
年
（
一
七
一
八
）
の
十
月
二
十
八
日
に
江
戸
田
安
の
邸
に
て

没
し
、
伝
通
院
に
葬
ら
れ
た
。

　
残
念
な
が
ら
熱
心
な
信
仰
者
で
あ
っ
た
が
故
に
、
ま
た
御
用
金
の
返
済
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
逆
に
悪
評
と
な
っ
た
が

そ
の
真
摯
な
信
仰
心
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑨
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九
、
改
易
後
の
菩
提
所

　
　
　
（
一
）
伝
通
院
と
高
野
山

　
五
代
忠
幹
は
享
保
三
年
遺
領
を
継
ぎ
、
藩
政
の
改
革
に
着
手
し
『
信
府
統
記
』
の
編
纂
に
着
手
す
る
な
ど
精
力
的
に
藩
政
に
取
り
組

ん
だ
が
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
二
十
五
歳
で
江
戸
田
安
邸
で
死
去
し
た
。
伝
通
院
に
葬
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
を
継
い
だ
弟
の
忠
垣
が
江
戸
城
内
で
刀
傷
事
件
を
起
こ
し
改
易
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
享
保
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
後
の
菩
提
寺
で
あ
る
が
、
伝
通
院
（
真
珠
院
）
は
改
易
と
な
っ
た
忠
垣
以
降
も
、
沼
津
藩
水
野
家
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
き

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
高
野
山
の
石
碑
も
沼
津
藩
水
野
家
に
引
き
継
が
れ
十
一
代
忠
武
ま
で
、
す
な
わ
ち
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
三
）
ま
で

続
い
た
。

　
問
題
と
な
る
の
は
、
松
本
に
あ
っ
た
菩
提
寺
と
廟
所
で
あ
る
。

　
　
　
（
二
）
春
了
寺
と
玄
向
寺

　
春
了
寺
で
あ
る
が
、
松
本
に
戸
田
氏
が
入
封
し
て
く
る
と
状
況
は
一
変
し
た
。
享
保
十
二
年
戸
田
光
慈
は
春
了
寺
の
移
転
を
求
め
た

が
、
承
知
せ
ず
廃
寺
と
な
り
、
寺
観
を
改
修
し
て
、
戸
田
家
の
菩
提
所
曹
洞
宗
全
久
院
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
の
や
り
と
り
は
智
恩
院
か
ら
春
了
大
姉
の
御
由
緒
あ
る
寺
な
の
で
春
了
寺
の
跡
を
無
下
に
禅
家
に
引
き
渡
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
寺
号
ま
で
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
心
外
で
あ
る
と
の
書
状
の
写
し
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　
次
に
、
玄
向
寺
で
あ
る
が
、
春
了
寺
の
末
寺
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
伝
通
院
殿
の
御
霊
屋
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
）
す
で
に
忠
直
の
願
い
出
に
よ
り
増
上
寺
末
寺
と
な
っ
て
い
た
。
も
と
よ
り
城
よ
り
遠
方
で
あ
っ
た
た
め
か
廟
所
は
守
ら

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
水
野
家
廟
所
と
し
て
は
忠
幹
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
石
塔
が
最
後
と
な
り
、
ま
た
位
牌
も
享
保
九
年
に
納

め
ら
れ
た
忠
直
の
八
男
元
陳
が
最
後
に
な
っ
た
様
子
で
、
改
易
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
。

 
 
 
 

十
、
お
わ
り
に

　
松
本
藩
主
水
野
家
に
関
す
る
資
料
と
し
て
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
「
水
野
家
記
録
」
の
資
料
が
整
理
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
祐
天
寺

所
蔵
の
忠
周
書
状
の
写
し
等
の
資
料
を
加
え
て
菩
提
寺
お
よ
び
そ
の
信
仰
に
関
し
て
整
理
し
、
こ
こ
に
報
告
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、
家
康
が
近
親
者
へ
咸
く
浄
土
宗
へ
の
改
宗
を
求
め
て
い
く
中
、
水
野
家
は
家
康
に
対
す
る
忠
義
を
守
る
た
め
、
そ

れ
を
家
訓
と
し
て
引
き
継
い
で
い
っ
た
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
松
本
に
お
い
て
は
三
代
か
け
て
家
の
菩
提
寺
と
廟
所
を
整

備
し
、
四
代
目
が
蓮
社
号
を
持
つ
ま
で
に
浄
土
宗
信
仰
を
深
め
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
真
珠
院
の
伝
通
院
移
転
の
年
も
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
理
由
に
は

本
誓
寺
が
た
び
た
び
火
災
に
遭
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
た
ま
た
ま
寺
社
奉
行
職
に
あ
っ
た
水
野
忠
春
の
関
与
の
も
と
伝
通
院

を
菩
提
寺
と
す
る
話
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
本
誓
寺
は
深
川
に
移
り
ま
た
火
災
に
遭
う
が
、
享
保
三
年
地
蔵
の
化
身
と
し
て
の
祐
天
の
名
号
に
よ
っ
て
復
興
す
る
。
こ
れ
と

忠
周
が
祐
天
を
地
蔵
菩
薩
の
化
身
と
霊
夢
を
感
得
し
た
こ
と
も
本
誓
寺
を
通
し
て
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

　
そ
の
忠
周
が
感
得
し
た
地
蔵
菩
薩
は
現
在
目
黒
祐
天
寺
に
納
め
ら
れ
、
松
本
の
激
し
い
廃
仏
毀
釈
の
嵐
を
免
れ
た
こ
と
も
そ
の
信
仰

の
故
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
本
文
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
祐
天
と
忠
周
の
問
答
も
当
時
の
浄
土
宗
の
様
子
を
知
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

は
別
の
機
会
と
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
水
野
家
は
伝
通
院
の
大
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
は
沼
津
藩
と
な
っ
て
か
ら

も
同
様
で
、
将
軍
家
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
水
野
家
が
浄
土
宗
に
改
宗
し
た

理
由
が
こ
こ
で
明
確
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
資
料
を
提
供
し
、
あ
る
い
は
収
集
に
協
力
い
た
だ
い
た
真
珠
院
様
、
玄
向
寺
様
、
河
田
角
二
郎
様
、
關
田
か
を
る
様
そ
れ

に
祐
天
寺
研
究
室
研
究
員
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
祐
天
寺
住
職
、
佛
教
文
化
学
会
会
員
）
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女

中
興
三
代

中
興
二
代

忠
重
伝
通

母 中
興
一
代

緒
川
二
代

緒
川
三
代

緒
川
初
代

忠
職
初
姫

亀
姫

忠
清

忠
次

於
大

忠
重
信
元

忠
政
賢
正
清
忠
貞
守

福
寿
院
殿

道
樹
院
殿

春
香
院
殿

陽
玄
院
殿

花
林
院
殿

真
珠
院
殿

増
秋
院
殿

宝
松
院
殿

伝
通
院
殿

瑞
源
院
殿

信
元
院
殿

華
陽
院
殿

長
江
院
殿

祥
雲
院
殿

太
元
院
殿

寛
裕
院
殿

院
殿
号

△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
誉
号

乾
瑞
寺

　
本
誓
寺

伝
通
院
*
4

伝
通
院
*
4

伝
通
院
*
4

麟
祥
院

　
本
誓
寺

伝
通
院
*
4

伝
通
院
*
4

知
恩
院

楞
嚴
寺

楞
嚴
寺

華
陽
院

乾
坤
院

乾
坤
院

乾
坤
院

葬
地
未
詳

乾
坤
院 葬

地

伝
通
院

麟
祥
院

春
了
寺
*
3

玄
向
寺

玄
向
寺

玄
向
寺

常
慶
院

玄
向
寺

常
慶
院

春
了
寺
*
3

楞
嚴
寺

真
珠
院

常
慶
院

玄
向
寺

常
慶
院

乾
坤
院

楞
嚴
寺

常
慶
院

常
慶
院

常
慶
院

常
慶
院 位
牌

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

性
宣
院

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

真
珠
院
*
1

真
珠
院
*
1

高
野
山
*
2

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

真
珠
院
*
1

高
野
山

真
珠
院
*
1

伝
通
院
*
1

乾
坤
院

楞
嚴
寺

常
慶
院

乾
坤
院

霊
源
院 石

塔

逆
修
は
月
光
院
殿
譽
号
有
り

本
誓
寺
か
ら
真
珠
院
へ
改
葬

二
歳

本
誓
寺
か
ら
真
珠
院
へ
改
葬

春
了
大
姉

知
恩
院
に
て
葬
儀

伝
通
院
へ
埋
葬

由
緒
…

京
都
瑞
源
院

　
　
　
福
山
賢
忠
寺

　
　
　
松
本
賢
忠
寺

位
牌
施
主
忠
重

位
牌
施
主
信
元

位
牌
施
主
忠
政

位
牌
施
主
忠
政

位
牌
施
主
賢
正

玄
向
寺
廟
所
開
眼

付
表
、

松
本
藩
累
代
及
び
近
親
者
の
葬
地
並
び
に
法
名

忠
清
浄
土
改
宗

松
本
春
了
寺
開
基

春
了
寺
本
町
へ
移
転



一
八
〇
二

一
七
四
二

一
七
三
九

一
七
二
七

一
七
二
三

一
七
一
八

一
七
一
三

一
七
〇
五

一
七
〇
五

一
七
〇
三

一
六
九
九

一
六
九
六

一
六
九
四

一
六
九
二

一
六
八
六

一
六
八
六

一
六
八
五

一
六
八
四

沼
津
八
代

七
代
松
本
六
代

忠
穀
母

松
本
五
代

松
本
四
代

松
本
三
代

忠
周
室

忠
清
女

忠
直
女

忠
直
男

忠
直
男

忠
清
四
男

忠
直
母

忠
職
室

忠
直
四
男

忠
直
室

忠
友
忠
穀
忠
恒

忠
幹

忠
周

忠
直

松
姫
鐡
姫
市
十
郎

藤
九
郎

忠
増

五
郎
三
郎

脩
徳
院
殿

敬
善
院
殿

慈
雲
院
殿

智
凉
院
殿

徳
本
院
殿

智
徳
院
殿

賢
徳
院
殿

智
清
院
殿

隆
高
院
殿

法
雨
院
殿

照
良
院
殿

清
風
院
殿

覚
了
院
殿

曻
仙
院
殿

青
陽
院
殿

光
照
院
殿

柔
軟
院
殿

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伝
通
院

大
念
寺

伝
通
院

伝
通
院

伝
通
院

伝
通
院

玄
向
寺

伝
通
院

伝
通
院

玄
向
寺

玄
向
寺

玄
向
寺

伝
通
院

玄
向
寺

伝
通
院

常
慶
院

春
了
寺
*
3

春
了
寺
*
3

春
了
寺
*
3

玄
向
寺

常
慶
院

常
慶
院

常
慶
院

玄
向
寺

常
慶
院

真
珠
院

常
慶
院

真
珠
院
*
1

高
野
山
*
2

真
珠
院
*
1

真
珠
院
*
1

真
珠
院
*
1

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

玄
向
寺
*
2

真
珠
院
*
1

高
野
山
*
2

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

高
野
山

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

玄
向
寺
*
2

玄
向
寺
*
2

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

高
野
山

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

玄
向
寺
*
2

真
珠
院
*
1

玄
向
寺
*
2

高
野
山
*
2

大
阪
で
没
、

高
野
山
は
彫
付
け

高
野
山
は
彫
付
け

蓮
社
号
阿
号

春
了
寺
火
葬

玄
向
寺
埋
葬

蓮
社
号
阿
号

高
野
山
納
骨

＊
２
　
『

諸
寺
院
之
覚
』

と
現
在
の
石
塔
が
一
致
し
て
い
る
も
の
。

＊
３
　
『

諸
寺
院
之
覚
』

に
は
春
了
寺
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

当
然
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
。

＊
４
　
御
葬
地
に
伝
通
院
と
あ
る
が
、

本
誓
寺
か
ら
改
葬
し
て
伝
通
院
に
葬
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
。

真
珠
院
廟
所
開
眼

注
、

本
表
は
『

諸
寺
院
之
覚
』

か
ら
抜
き
出
し
、

現
在
の
石
碑
の
調
査
及
び
新
た
な
知
見
を
整
理
し
て
作
成
し
た
。

忠
職
・
忠
直
の
子

供
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
一
部
を
載
せ
る
。

た
だ
し
子
供
の
場
合
誉
号
は
つ
い
て
い
な
い
。

＊
１
　
現
在
の
石
塔
の
場
所
か
ら
追
加
し
た
も
の
。

な
お
伝
通
院
と
な
っ

て
い
て
真
珠
院
に
石
塔
の
あ
る
も
の
は
真
珠
院
と
し
た
。



金
井
圓
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
年
）
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

金
井
圓
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
三
五
一
頁
参
照
。
水
野
家
の
菩
提
寺
の
由
来
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
あ
る
。
別
筆
で
は
あ
る
が
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
ま
で
の
水
野
家
関
係
者
の
法
号
と
葬
地
な
ど
を
載
せ
る
。

水
野
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
を
参
照
し
た
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
小
河
と
作
る
が
、
今
は
『
諸
寺
院
之
覚
』
に
よ
る
。

「
諸
宗
末
寺
帳
上
」
『
大
日
本
近
世
資
料
』
一
九
八
頁

『
松
本
市
史
』
下
（
松
本
市
役
所
、
昭
和
八
年
）
九
一
六
頁

『
諸
寺
院
之
覚
』
参
照
。

『
浄
全
』
十
九
、
二
六
九
～
二
七
六
頁
。

『
徳
川
諸
家
系
譜
』
第
一
の
秀
康
の
項
に
も
、
改
葬
の
事
実
は
伝
え
る
。

『
浄
全
』
十
九
、
六
八
六
頁

「
檀
林
小
石
川
伝
通
院
志
」
『
浄
全
』
十
九

早
大
本
『
無
量
山
開
山
由
来
并
伝
通
院
様
御
由
緒
書
』
。
本
書
「
無
量
山
開
山
由
来
」
と
「
伝
通
院
様
御
由
緒
」
の
合
本
で
、
後
者
に
伝
通
院
と
改
称
し

た
由
来
を
載
せ
る
。
寛
永
八
年
廓
円
の
書
写
本
で
あ
る
。

『
浄
全
』
十
九
、
六
五
六
頁

『
浄
全
』
十
九
、
六
五
七
頁
・
『
台
徳
院
殿
御
実
記
』
巻
八

そ
の
経
緯
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
千
百
三
十
七
、
久
松
俊
勝
の
項
に
出
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
項
参
照
。

「
諸
宗
末
寺
帳
」
『
大
日
本
近
世
史
料
』
、
「
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
」
『
増
上
寺
資
料
集
』
お
よ
び
「
蓮
門
精
舎
旧
詞
」
『
浄
全
』
で
確
認
で
き
な
か
っ

た
も
の
は
不
明
と
し
、
確
認
で
き
た
も
の
は
宗
派
を
付
し
た
。

『
増
上
寺
史
料
集
』
五
、
三
四
八
頁

『
浄
全
』
十
九
、
二
七
六
頁

『
松
本
市
史
』
下
（
昭
和
八
年
）
九
一
七
頁
・
『
諸
寺
院
之
覚
』

目
黒
祐
天
寺
十
世
祐
麟
が
祐
天
寺
関
係
の
資
料
を
ま
と
め
た
冊
子
（
祐
天
寺
所
蔵
）
で
、
「
開
山
本
地
身
地
蔵
尊
縁
起
」
の
項
に
忠
周
の
書
状
や
書
付
を

記
録
し
て
い
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
三
百
二
十
八
の
水
野
忠
重
と
勝
成
の
項
参
照
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
三
百
三
十
の
水
野
忠
清
の
項
お
よ
び
巻
七
百
二
十
七
青
山
忠
俊
の
項
参
照
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
お
よ
び
『
台
徳
院
殿
御
実
記
』

春
了
寺
お
よ
び
忠
清
母
の
法
号
に
つ
い
て
は
『
増
上
寺
資
料
集
』
六
、
九
三
五
頁
・
『
松
本
市
史
』
下
（
昭
和
八
年
）
九
一
七
頁
・
『
諸
寺
院
之
覚
』
・

『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
一
〇
三
三
頁
参
照
。

早
大
本
・
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
三
四
七
頁
参
照
。

『
増
上
寺
資
料
集
』
七
、
一
五
〇
四
頁

宇
高
良
哲
『
江
戸
浄
土
宗
寺
院
寺
誌
史
料
集
成
』
六
〇
三
～
六
二
一
、
六
九
四
頁

『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
二
八
〇
、
二
八
六
頁
・
『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
』
一
〇
三
〇
頁

吉
田
　
雄
『
仏
教
慶
弔
文
例
事
典
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
）

『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
』
六
三
頁
、
『
嚴
有
院
殿
御
実
記
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
大
阪
城
代
青
山
宗
俊
が
任
命
さ
れ
た
の
は
寛
文
二
年
三
月
二
十

九
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
区
切
り
と
し
て
五
月
に
高
野
山
に
逆
修
法
号
を
刻
ん
だ
と
す
れ
ば
、
日
程
的
に
は
合
う
。

玄
向
寺
に
つ
い
て
は
『
増
上
寺
資
料
集
』
六
、
九
三
九
頁
・
『
松
本
市
史
』
下
（
昭
和
八
年
）
九
一
〇
頁
・
『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
』
一
〇
三

三
頁
・
玄
向
寺
発
行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
玄
向
寺
に
あ
る
水
野
家
廟
所
・
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
二
八
〇
頁
参
照
。

『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
』
一
五
〇
頁

『
江
戸
浄
土
宗
寺
院
寺
誌
史
料
集
成
』
六
〇
七
頁
上

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
三
百
三
十
三
の
水
野
忠
春
の
項
・
笹
間
良
彦
『
江
戸
幕
府
役
職
集
成
』
（
雄
山
閣
、
昭
和
四
十
年
）
一
二
六
頁

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
十
三
の
松
平
成
重
の
項
参
照
。
成
重
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
没
し
た
が
、
こ
の
家
系
が
伝
通
院
を
菩
提
寺
に
定
め
た
の

は
近
禎
で
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
近
禎
は
正
徳
元
年
よ
り
寺
社
奉
行
を
勤
め
て
い
た
。 

『
江
戸
切
絵
図
と
東
京
名
所
絵
』
（
小
学
館
、
一
九
九
三
）
に
あ
る
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
地
図
に
よ
る
。

真
珠
院
墓
地
に
残
る
石
塔
よ
り
。

『
檀
林
小
石
川
伝
通
院
志
』
に
は
、
真
珠
院
の
開
山
を
超
蓮
社
真
誉
と
し
て
い
る
が
、
真
珠
院
墓
地
石
塔
に
は
、
運
蓮
社
霊
誉
と
あ
り
、
『
檀
林
小
石
川

伝
通
院
志
』
に
あ
る
別
院
法
蔵
院
の
二
世
と
さ
れ
て
い
る
僧
で
あ
る
。
墓
石
に
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
事
実
と
す
れ
ば
、
忠
清
の
没
年
の
正
保
四
年
で
は

時
代
が
合
わ
ず
、
貞
享
元
年
な
ら
ば
真
珠
院
に
二
十
年
在
職
し
た
こ
と
に
な
る
。 

早
大
本
、
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
三
三
九
頁
参
照
。

『
松
本
市
史
』
上
（
昭
和
八
年
）
三
八
九
頁
・
『
松
本
市
史
』
二
（
長
野
県
松
本
市
、
平
成
七
年
）
一
二
四
頁
・
『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
二
八
二
頁
。

『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
三
〇
六
頁
。

『
松
本
御
代
記
』
。

『
東
筑
摩
郡
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
』
一
〇
三
一
頁
。

河
田
角
二
郎
氏
収
集
の
資
料
よ
り
。
ま
た
『
松
本
市
史
』
上
、
三
八
六
頁
の
挿
し
絵
に
も
忠
周
自
筆
の
絵
を
載
せ
る
。

『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
二
九
三
～
三
〇
七
頁
。

「
信
府
統
記
」
『
信
濃
史
料
叢
書
』
中
（
歴
史
図
書
、
昭
和
四
十
四
年
）
七
頁
。
本
書
で
は
爍
雄
と
作
る
。

祐
天
寺
境
内
縁
起
碑
お
よ
び
『
明
顕
山
寺
録
撮
要
』

『
藩
政
成
立
期
の
研
究
』
二
八
ニ
、
三
〇
七
頁

『
松
本
市
史
』
二
（
平
成
七
年
）
一
二
五
頁

高
野
山
に
あ
る
水
野
家
廟
所
の
石
塔
調
査
資
料
（
真
珠
院
所
蔵
）
よ
り
。

『
松
本
市
史
』
上
（
昭
和
八
年
）
九
一
四
、
九
一
七
頁
・
『
松
本
御
代
記
』

早
大
本
『
寺
院
之
記
録
』
上

『
増
上
寺
史
料
集
』
四
、
七
頁

玄
向
寺
水
野
家
廟
所
の
石
塔
調
査
資
料
（
河
田
角
二
郎
氏
）
お
よ
び
『
諸
寺
院
之
覚
』

注(54)(53)(52)(51)(50)(49)(48)(47)(46)(45)(44)(43)(42)(41)(40)(39) (38)(37)(36) (35)(34)(33)(32) (31) (30)(29)(28)(27)(26)(25) (24)(23)(22)(21) (20)(19)(18)(17) (16)(15)(14)(13) (12)(11)(10)(９) (２)(１)(８)(７)(６)(５)(４)(３)


